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今野由寛ＧＳＸ－Ｒ1000　Ｌ１雨

(日） ２０１１MFJ全日本ロードレース選手権シリーズ最終戦
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今回の鈴鹿は事前テストがありませんでした。
早いもので今年もあっという間に最終戦になりました。

本当に有難うございました。

レーシングサプライ

レース2も同様の展開となり、12位でゴール。

岡山で使ったフロントのバネレートはやや高く、走り出しということもあって、9.75Nへ変更。

完全にウェット路面です。

さらに一次の旋回性を出したくて車高をUP。本当は突き出していってもいいのですが、今回はフロントを下げずに、リヤの車高を上げ
ていきました。

前回岡山の仕様をベースに車体はピボット位置を下げて、そこに車高を合わせてスタート。

リヤが少し低くて弱そうなコメントがあったので午後はレートを100Nから110NにUP。

フロントのダイブスピードが速いためフロントのレートを10.25Nに変更。

バネレートより車高のほうが効果があったのでレートは95Nに落とし車高を3ｍｍUP。

なんとかなるでしょう。いえ、何とかしてもらいましょう、

畑中　健太郎

スタートして1周目8番手でコントロールラインを通過しましたが徐々に順位を下げてしまい、14位でチェッカーを受けました。

朝フリーはリヤサスの減衰を少し変えて確認。
決勝グリッドについたとたん雨が降り出してきました。

今年のレースも無事に終えることが出来ました。それは協力していただいているスポンサー各社様、いつもあたたかく応援していただ
いているファンの皆様のおかげです。

スロットルオンしたときの路面のギャップをきっかけにリヤのシャクリがでてきます。そうするとスロットルが開けられないのでタイムを
ロスしてしまいます。
タイヤでの取り回しの軽さが出てきましたが、なかなかタイムに反映できません。もう少し詰めてセットを出せればいいのですがもう時
間がありません。

なのでぶっつけレースですが、鈴鹿は一番走っているサーキットです。

予選中にリヤのレートを110Nに変更。こっちのほうがリヤタイヤを安定して押しつけていけるようです。
Q2で2′11″684を出し10番手グリッドを獲得。

仕様違いのリヤサスを試したところ方向は悪くありませんが、今度はレートが足りません。動きが出てきてしまうようです。

WET宣言が出たためにフリー走行を行ってからの再スタート。


